
～1650 1684
（貞

じょうきょうがん
享元）年

新
しん

川
かわ

開
かい

削
さく

工
こう

事
じ

1698
（元

げん
禄
ろく

11）年

新川を「安
あ

治
じ

川
がわ

」と名づける
港区の昔をたんけん！

昔
むかし

の天
て ん

保
ぽ う

山
ざ ん

は、今の4倍
ば い

以
い

上
じょう

も高かった？

④

12

日本一低
ひく

い山、天保山。今の標
ひょう

高
こう

は

4.53m ですが、 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

のころはその 4

倍以上、約
やく

20 mの高さがありました。山

の周
しゅうい

囲は約 200m、頂
ちょう

上
じょう

からは淡
あわ

路
じ

島
しま

や四国も見えました。

九
くじょうじま
条島に安

あ
治
じ
川
がわ
がつくられた工

こう
事
じ
のあとも、川の上

じょうりゅう
流からはあいかわらず土

ど
砂
しゃ
が運
はこ
ば

れてきました。安治川の川
かわ
底
ぞこ
にも土砂がつもり、たびたび川があふれて水

すい
害
がい
が起

お
こりまし

た。そこで、「天保山」の名前の由
ゆ
来
らい
にもなっている天

てん
保
ぽう
2（1831）年から2年間、洪

こう
水
ずい
を

防
ふせ
ぐために、また、大きな船を大

おお
阪
さか
に入りやすくするために、安治川の川底につもった土

砂をとりのぞく大がかりな川ざらえがおこなわれました。

工
こう
事
じ
には、幕

ばく
府
ふ
に命
めい
じられてまわりの町や市

いち
場
ば
から多くの人が参

さん
加
か
。つらい仕事の川ざ

らえですが、「やるなら楽しく」と町ごとにおそろいの衣
い
装
しょう
をつくったり、太

たい
鼓
こ
やお囃

はや
子
し
で

【p.10-11「調
しら
べてみよう！①」】　港

みなとく
区の農

のう
地
ち
面
めん
積
せき
は 400㎡（平

へい
成
せい
19 年

ねん
度
ど
土
と
地
ち
利
り
用
よう
現
げんきょうちょうさ
況調査）。港区の土地全

ぜん
体
たい
の 0.005％です。



調
し ら

べてみよう！

高さ約 20m！

約9m

7.2m

4.7m 4.53m

身
しんちょう

長
130cm

20201831（天
てん

保
ぽう

2）年
天保の川ざらえ

1832（天保 3）年
天保山がつくられる

1864
（元

げん
治
じ

元
がん

）年
外
がい

国
こく

船
せん

への警
けい

備
び

のため、天保山
が削

けず
られ、砲

ほう
台
だい

がつくられる

1888 
（明

めい
治
じ

21）年
天
てん

保
ぽう

山
ざん

遊
ゆう

園
えん

開
かい

園
えん

（1897 年閉
へい

園
えん

）
1911 

（明治 44）年
天保山に二

に
等
とう

三
さん

角
かく

点
てん

が
置
お

かれる

1921 
（大

たいしょう
正 10）年

標
ひょうこう

高 7.2m

1958 
（昭

しょうわ
和 33）年

天保山公園が
つくられる

1993 
（平

へい
成
せい

5）年
天保山が地

ち
形
けい

図
ず

から消
け

される

1996 
（平成 8）年
地形図に復

ふっかつ
活

1977 
（昭和 52）年
標高 4.7m

天
保
山
の
高
さ
の
う
つ
り
変
わ
り

13

日本に 2 カ所、「天
てんぽうざんちょう保山町」という地名があるらしい？

盛
も
りあげたり、お祭

まつ
り気分で作

さ
業
ぎょう
がおこなわれたそ

うです（楽しみすぎて、幕府にしかられたとか(笑)）。
このときの川底の土砂を、安治川の河

か
口
こう
に積

つ
み上げ

てつくられたのが天保山です。船から見える目
めじるし
印に

なったので「目
めじるしやま

印山」とも呼
よ
ばれました。

松
まつ

や桜
さくら

が植
う

えられ、茶
ちゃ

店
みせ

が並
なら

び、「浪
な に わ

花の新
しん

名
めい

所
しょ

」としてにぎわった江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の天保山。

昔
むかし

も大
おお

阪
さか

を代
だいひょう

表するレジャーの地でした。

【p.10-11「調べてみよう！②」】　木
き
屋
や
新
しん
田
でん
、湊
みなとや
屋新田、池

いけ
山
やま
新田、池

いけ
田
だ
新田、柴

しば
屋
や
新田がありました。

花見や雪見、舟
ふな

遊
あそ

びなどでにぎわった天保山。天保山公園入口近くに、

陶
とう

板
ばん

に写
うつ

した、この浮
うき

世
よ

絵
え

があるよ。登
と

山
ざん

のときに探
さが

してみよう！

川底をさらった土砂を船に積んで岸
きし

に上げると、陸
りく

にいる人たちが、かごや桶
おけ

、車に積んで運
はこ

びました。たいへんな重
じゅうろうどう

労働でした。

この後
あと

も、地
じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

などにより、天保山の高さはどんどん低く
なっていきました。

地
ち

図
ず

をつくるための基
きじゅんてん

準点。 今も天保山公園にあるので
探してみよう！

浪
な に わ

花天
てん

保
ぽう

山
ざん

風
ふう

景
けい

（歌
うた

川
がわ

貞
さだ

升
ます

）　大
おお

阪
さか

城
じょう

天
てん

守
しゅ

閣
かく

蔵
ぞう



～1650

港区の昔をたんけん！

天
て ん

保
ぽ う

山
ざ ん

の近くに、大
お お

阪
さ か

市
し

のマークのひみつがある？

⑤

14

大阪市の市
ししょう

章（市のマーク）　　は「みおつ

くし」といいます。船に通りやすい場
ば

所
しょ

を知

らせる目
めじるし

印で、天保山の近くには「サバの尾
お

」

と呼
よ

ばれる「みおつくし」がありました。

この形をもとに市章がつくられました。

大阪が商
しょうぎょう
業のまちとして発

はってん
展しているのは、今も昔

むかし
も大阪に港

みなと
があるおかげです。そ

こで、1894（明
めい
治
じ
27）年、船に関

かん
係
けい
のある「みおつくし」が市章の形に選

えら
ばれました。

江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
の大
おお
阪
さか
湾
わん
や大阪の川には、通りやすい場

ば
所
しょ
を船に知らせるため、いろいろな

形の「みおつくし」が立てられていま
した。船が通りやすい深

ふか
い水の中に

立てるため、全
ぜん
体
たい
の長さは 10mぐ

らいあったそうです。

天保山の近くの海は、大阪湾から
川をのぼって大阪のまちへ入ってい
く、交通の重

じゅうよう
要な場所で、海と川の

境
さかい
に立てられる第

だい
一
いち
番
ばん
の「みおつく

し」がありました。魚の尾のような
形をしていたことから「サバの尾」と
も呼ばれ、大阪の見どころのひとつ
になっていたそうです。

大阪市の市章の形は、天保山の近
くにあったこの第一番の「みおつく
し」をもとにつくられました。

【p.12-13「調
しら
べてみよう！」】　愛

え
媛
ひめ
県
けん
今
いまばり
治市

し
天
てんぽうざんちょう
保山町と、鹿

か
児
ご
島
しま
県
けん
鹿
か
児
ご
島
しま
市
し
天保山町。

江戸時代の「みお
つくし」と天保山。

浪
な に わ

花百
ひゃっけい

景「天
てん

保
ぽう

山
ざん

」（南
なん

粋
すい

亭
てい

芳
よし

雪
ゆき

）　大
おお

阪
さか

城
じょう

天
てん

守
しゅ

閣
かく

蔵
ぞう
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調
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べてみよう！①
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1864
（元

げん
治
じ

元
がん

）年
外
がい

国
こく

船
せん

への警
けい

備
び

のため、天保山
が削

けず
られ、砲

ほう
台
だい

がつくられる

1888 
（明

めい
治
じ

21）年
天
てん

保
ぽう

山
ざん

遊
ゆう

園
えん

開
かい

園
えん

（1897 年閉
へい

園
えん

）
1911 

（明治 44）年
天保山に二

に
等
とう

三
さん

角
かく

点
てん

が
置
お

かれる

1958 
（昭

しょうわ
和 33）年

天保山公園が
つくられる

1993 
（平

へい
成
せい

5）年
天保山が地

ち
形
けい

図
ず

から消
け

される

1996 
（平成 8）年
地形図に復

ふっかつ
活

1831（天
てん

保
ぽう

2）年
天保の川ざらえ

1832（天保 3）年
天保山がつくられる
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天保山には昔、灯台があったら

しい？

天保山が警備の場所だったころに使われていたあ
・

る
・

も
・

の
・

が、今の大
おおさかじょう

阪城公
こう

園
えん

にあるらしい？

江戸時代、「天下の台所」と呼ばれた大阪は
日本でいちばんの流

りゅうつう
通と商

しょうぎょう
業のまちで、お酒

さけ

や昆
こん
布
ぶ
など全

ぜん
国
こく
から商

しょうひん
品が集

あつ
まってきました。

また、江
え

戸
ど
の暮

く
らしをささえるため、大阪か

ら「菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

」などの大
おお
型
がた
の船でさまざまな商

品を運
はこ
びました。江戸は大阪の一番のお客さ

んで、大阪からの商品は「下
くだ

りもの」と呼ばれ、
質
しつ
のよい商品として評

ひょうばん
判だったようです。

「天下の台所」大阪をめざす船と、大阪から出
しゅっぱつ
発する船、多くの船が天

てん
保
ぽう
山
ざん
沖
おき
を

行き来し、天保山はそうした船の目印でした。

● 「天
て ん

下
か

の台
だいどころ

所」大阪の目印、天保山

江戸時代の終
お

わり、天保山沖にとつぜんロシアの軍
ぐん

艦
かん

がやってきたのをきっかけに、1864（元
げん

治
じ

元
がん

）年、

天保山を削
けず

って砲
ほう

台
だい

が置
お

かれます。大阪を代
だいひょう

表する

レジャーの地だった天保山は、一
いち

時
じ

期
き

、天保山沖を

警
けい

備
び

する場所になりました。

❸天保山公園
地
ち

下
か

鉄
てつ

中
ちゅうおうせん

央線「大
おお

阪
さか

港
こう

」 駅
えき

②出口より 約
やく

450m 

❸

たんけんポイント

天
てん

保
ぽう

山
ざん

公
こう

園
えん

にある「天
てん

保
ぽう

山
ざん

跡
あと

」の碑
ひ

。山
さんちょう

頂の二
に

等
とう

三
さん

角
かく

点
てん

や、p.12・13 の浮
うき

世
よ

絵
え

の陶
とう

板
ばん

も探
さが

してみてね。


